
第 号

町

年 月 日

年 月 日

年 月 日完成年月日

施下改

設計者名

設計年月日

施行期間

着工年月日 令和

合流系№4生汚泥ポンプ改良工事

日間以内

令和 8 4 27

多 治 見 市 役 所

令和 8 12 25

事業名

工事番号

工事名

工事着手の日から

路線名

工事区分

工事種別

施行方法

施行場所

附帯工事

単独 補助

変更工事

公共下水道事業

6

設

計

令和 8 年度

設計書

審

査

リ
ー

ダ
ー

担

当

部

長

会計年度

課

長

直営 請負 専門工事分割請負

その他本工事

その他

多治見市 丁目地内前畑 5



金 円也

金 円也

金 円也

計算根拠

工 事 価 格

消 費 税 お よ び 地 方 消 費 税 の 額

名 称 数 量 単 位 単 価

設 計 金 額

多 治 見 市 役 所

金 額 摘 要



合流系№4生汚泥ポンプ改良工事 1 式

形式 吸込スクリュー付

口径 100㎜

吐出量 1.0m3/min

揚程 5.0m

出力 2.2kw

・ 撤去据付工 1 式

・ 試運転調整 1 式

工事概要

多 治 見 市 役 所

工 事 概 要



費 目 工 種 種 別 細 別 単 位 数 量 単 価 金 額

本工事費

合流系№4生汚泥ポンプ改良工事

機械設備

機器費

機器費 式 1

計

直接工事費

直接材料費 式 1

小計

補助材料費 式 1

小計

計

一般労務費 式 #REF!

別紙第2号明細書の通り

（直接材料費）

（間接材料費）

[材料費]

本　　　工　　　事　　　内　　　訳　　　書
摘 要

別紙第3号明細書の通り

別紙第1号明細書の通り

機器費



費 目 工 種 種 別 細 別 単 位 数 量 単 価 金 額

本　　　工　　　事　　　内　　　訳　　　書
摘 要

小計

機械設備据付工

小計

計

機械経費 式 1

小計

計

仮設費 式 1

計

計

間接工事費

共通仮設費 式 1

計

［労務費］

｢一般労務費｣

｢機械設備据付労務費｣

［仮設費］

直接工事費

［共通仮設費］

［直接経費］



費 目 工 種 種 別 細 別 単 位 数 量 単 価 金 額

本　　　工　　　事　　　内　　　訳　　　書
摘 要

現場管理費 式 1

計

据付間接費 式 1

計

計

据付工事原価

計（工事原価）

一般管理費等

一般管理費等 式 1

計

機械設備工事価格 （ ）

消費税及び地方消費税の額 式 1

本工事費

一般管理費等

直接工事費+間接工事費

［据付間接費］

間接工事費

［現場管理費］



第 1 号

　明　　細　　書
名 称 規 格 数 量 単 位 単 価 金 額

口径100㎜

生汚泥ポンプ 吐出量1.0ｍ3/min 1 台

計

機　器　費

適 用



第 2 号

　明　　細　　書
名 称 規 格 数 量 単 位 単 価 金 額

フレキシブル接手 100A　 1 個

FC 要部SUS

逆止弁 100A　 1 個

計

直接材料費

適 用



第 3 号

　明　　細　　書
名 称 規 格 数 量 単 位 単 価 金 額

普通作業員

設備機械工

配管工

計

一般労務費

適 用



特 記 仕 様 書 
多治見市上下水道施設課 

 

工 事 番 号   施下改 第 ６ 号 

工 事 名   合流系№4 生汚泥ポンプ改良工事 

施 工 場 所   多治見市前畑町 5 丁目地内  

工 事 内 容   池田下水処理場内設備である合流系生汚泥ポンプの更新工事 

      

・合流系 4 号生汚泥ポンプ更新                 ・・・ 1 台 

更新機器仕様 

項   目 仕   様 備   考 

形    式 吸込スクリュー付  

吸 込 口 径             φ100mm  

吐 出 量             1.0ｍ3／min  

全 揚 程             5.0ｍ  

電動機出力             2.2ｋＷ  

電    源 440Ｖ× 60Ｈｚ  

台    数 １台  

 

製作条件 

(1) 羽根車については、スクリュー形の無閉塞一枚羽根とする。 

(2) 本ポンプの運転は締切運転（30sec 以内）が可能であること。 

(3) 最大通過粒径は口径の 50％以上とする。 

各部の構造 

(1) ポンプケーシングは渦巻形とし、鋳巣のない良質の鋳鉄製で、鋳肌滑らか、かつ堅ろうなもの

で、衝撃、摩耗、腐食及び配管荷重に対して、十分余裕のある肉厚を有するものとする。 

(2) 羽根車は固形異物を支障なく通過できる形状のものとし、かつバランスを確実にとり、運転時

に異常な振動を起さないものとする。 

(3) 軸封水装置の方式は、無注水式メカニカルシール方式とする。 

(4) 軸受は荷重に対して最適な構造とし、十分な支持容量を有するもので、潤滑が完全な過熱等の

恐れのない耐久力のあるもので、軸推力に対しても十分な容量を有するものとすること。 

(5) 電動機の仕様は、屋外全閉防まつ形・空冷外被表面冷却自力形、連続定格とする。 

使用材料 

(1) ケーシング         FC200 以上 

(2) 羽根車           高クロム鋳鉄（クロム含有量 20％以上） 

(3) サクションカバー      高クロム鋳鉄（クロム含有量 20％以上） 

(4) 主軸            S35C 以上 

標準付属品 

(1) コモンベース      1 個 

(2) Ｖベルト        1 個 

(3) Ｖプーリ       1 個 

  (4) 本体廻り小配管    1 式 

 

 

 



既設機器仕様【撤去機器】 

項   目 仕   様 備   考 

形    式 HSP-150FC （古河鉱業(株)） 

吸 込 口 径             φ125×100mm  

吐 出 量             1.0ｍ3／min  

全 揚 程             5.0ｍ  

電動機出力             2.2ｋＷ  

電    源 440Ｖ× 60Ｈｚ  

台    数 １台  

 

 

・既設ポンプ、配管撤去工事                 ・・・ 1 式 

 

・新設ポンプ、配管据付工事                 ・・・ 1 式 

 

・試運転調整                        ・・・ 1 式 

 

・付帯工                          ・・・ 1 式 

 

※その他 

  機器や配管の据付・撤去に必要な電気配線工事及び、工事に伴い発生するコンクリート躯体の一部斫

り、復旧、仕上げについては全て本工事とする。 

更新機器は、機器承諾図の提出をもって確認する。 

  工事の実施で必要な検査等に伴う費用は、原則として受注者の負担とする。 

  対象施設の竣工図などの資料を収集・整理し、現地調査により施工時における支障物の有無等を確認

する事。 

  本工事を行うための既存施設の一時的な撤去、移設等を行う場合は市監督員と協議の上、機器運転停

止が出来るだけ短時間となる様配慮する事。 

  停車時のアイドリングストップ等により環境負荷の低減に努める。 

消耗品等についても再生品を優先利用するなど、グリーン購入に努めるものとする。 

廃棄物の減量及び管理等について法令を遵守するなど、廃棄物全般について留意する。 

 

妨害又は不当要求に対する通報義務 

1.受注者は契約の履行に当たり、暴力団又は暴力団員等から事実関係及び社会通念等に照らして合理的な

理由が認められない不当若しくは違法な要求を受けた場合又は契約の適正な履行を妨害された場合は警

察に通報しなければならない。なお、これらの不当介入を受けたにも関わらず通報しない場合は指名停止

措置を講じることがある。 

2.受注者は暴力団又は暴力団員等による不当介入を受けたことに起因して履行期間内に契約内容を完了

することができないときは、発注者に対して履行期間の延長を請求することができる。 

 



合流生汚泥ポンプ改良工事



№4生汚泥ポンプ
№4生汚泥ポンプ

最初沈殿池平面図 最初沈殿池断面図



既設機器図


